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省エネルギー
行動研究会の

概要

省エネルギー行動研究会は、エネルギー利用の高効率化と地球環境
保全に寄与するため、人間の行動や意志決定に注目した省エネルギー
行動の普及促進ならびに啓発を目的とした団体です。

会 長： 中上 英俊 （株式会社 住環境計画研究所　代表取締役会長）
委 員： 天野 晴子 （日本女子大学 家政学部　教授）
  杉浦 淳吉 （慶應義塾大学 文学部　教授）
  坊垣 和明 （東京都市大学 都市生活学部　名誉教授）
  前 真之 （東京大学 工学系研究科　准教授）
  松葉口 玲子 （横浜国立大学 教育人間科学部　教授） 　他
協 力： 一般社団法人日本ガス協会
  東京ガス株式会社
  大阪ガス株式会社

省エネルギー行動研究会では、 2014年の設立より所属メンバーが集まる
分科会を定期的に開催しており、相互の研究発表や先行事例・海外事
例の情報共有を行っています。

また、情報収集やネットワーク拡大のための事例見学やヒアリング活
動にも取り組んでいます。

さらに、省エネルギー行動や環境配慮行動に関する研究成果や実証事
例を、専門分野や業種を超えて議論する場としてシンポジウム、研究発
表会議 BECC JAPAN を主催し、情報発信の場としてWEBサイトの
運営を行っています。

BECC JAPAN は、米国で 2007 年から開催されている
BECC（Behavior, Energy & Climate Change Conference：行
動・エネルギー・気候変動）会議にならい、2014 年に立ち上げた研
究発表会議です。

第 1 回省エネルギー
行動研究会シンポジウム

2014 年 2 月に消費者の省エネル
ギー行動をテーマとした日本初のシ
ンポジウムを開催。米国の BECC
会議の中心メンバーであるスウィー
ニー教授の基調講演を中心に、
省エネルギー行動研究の動向をご
紹介しました。

BECC JAPAN 2014
2014 年 9月には第一回目の BECC 
JAPAN を開催。欧米の専門家に
よる基調講演2件に加えて、国内外
における各分野の専門家から20件
の一般講演を迎え、企業や官公
庁・自治体、大学・研究機関な
どから合計約 240 名に参加いただ
きました。

BECC JAPAN 2016
2016 年 9 月に開催する第三回目の
BECC JAPAN は、基調講演、口
頭発表セッション、ライトニング発表
セッション、ポスター発表セッション、
施設見学会で構成しました。様々
な分野の専門家による多様な議論
を促し、明日の省エネルギー行動に
ついて議論を醸成していきます。

BECC JAPAN 2015
2015 年 9 月には第二回目の BECC 
JAPAN を開催。パネルディスカッ
ションでは、我が国の省エネルギー
政策を担う省庁からパネリストを迎
え、政策と消費者行動の関係を議
論しました。一般講演では、国内に
おける各分野の専門家から20 件の
口頭発表、10 件のポスター発表を
迎え、企業や官公庁・自治体、大学・
研究機関などから合計約 215 名に
参加いただきました。

お問い合わせ先　 省エネルギー行動研究会事務局（株式会社 住環境計画研究所 内）
〒102-0094  東京都千代田区紀尾井町3‒29 紀尾井町アークビル3F　 TEL.03-3234-1177    FAX.03-3234-2226   E-mail：info@seeb.jp

省エネルギー
行動研究会の

活動

主催イベントの紹介

ご 挨 拶

電力小売り全面自由化を契機に、多くの企業がエネルギーを軸に消費者へのアプローチを
始めています。一方、昨年末には地球温暖化防止のための新しい枠組みがパリで合意され、国内
での関心も再び高まりつつあります。消費者に新しい価値を提供しながら、同時にエネルギー・
環境をめぐる課題に対処することが求められています。

英国や米国では心理学などの行動科学の知見を、マーケティング分野にとどまらず公共政策
全般に応用する取り組みが拡がっており、注目を集めています。省エネルギーや環境対策もその 
応用分野の一つで、米国では 2007 年から BECC（Behavior, Energy and Climate Change： 
行動・エネルギー・気候変動に関する研究発表会議）が毎年開催され、省エネルギー行動を 
促す効果的な働きかけ方が議論されています。

省エネルギー行動研究会では、関係各位のご協力を得て、日本版 BECC として BECC 
JAPAN 2014 及び BECC JAPAN 2015 を開催いたしました。エネルギー業界、住宅・建築業界、
メーカー、大学・研究機関、行政などから 200 名を超える参加者が一同に集い、国内外の最新の
取り組み成果を共有し、同じ課題に取り組む参加者との交流を深めました。

この度、省エネルギー行動研究会は、第三回目の BECC JAPAN 2016 を 2016 年 9 月 6 日（火）～ 
7 日（水）の日程で開催させていただくことになりました。9 月 6 日（火）の本会議は、基調講演、
口頭発表セッション、ライトニング発表セッション、ポスター発表セッションで構成しました。
一般講演の公募では予想を上回る応募をいただいたため、急遽セッションあたりの発表者数
を増やすことで対応することになりました。また 9 月 7 日（水）の施設見学会は、ゲーミング・
シミュレーションを用いた省エネ行動促進策のワークショップや江戸時代の食文化体験を
企画しております。

本会議が、参加される皆様にとって実り多い交流の場となることを祈念するとともに、今後も
省エネルギー行動研究会が、省エネルギーと地球環境保全に寄与していくための役割を果たして
いけるよう、引き続き皆さまのご協力をお願い申し上げます。

省エネルギー行動研究会

会長　中上 英俊
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会場図面【慶応義塾大学 三田キャンパス 南校舎】

9月6日（火）　本会議：慶応義塾大学　三田キャンパス　南校舎 （東京都港区）
時　間 プログラム

  9:30～10:00 受付

10:00～10:05 開会挨拶 （5F 南校舎ホール）

10:05～10:20 来賓挨拶 （5F 南校舎ホール）

10:20～11:40

基調講演 （5F 南校舎ホール）
「IoTと省エネ行動」～節電対策を攻めの投資とするには！～
　○ 東京大学大学院  情報理工学系研究科  教授　　江崎  浩

11:40～12:10 ランチ休憩

12:10～13:00 ポスター発表セッションA （412教室） ポスター発表セッションB （422教室）

13:00～14:40
口頭発表セッション1A （会場A / 411教室）

「省エネルギー行動と意思決定」

口頭発表セッション1B （会場B / 421教室）
「家庭における
省エネルギー行動変容促進策」

14:40～15:00 休憩 （コーヒーブレイク）

15:00～16:15
口頭発表セッション2A （会場A / 411教室）

「省エネルギー行動啓発の実践方法」

ライトニング発表セッション2B 
 （会場B / 421教室）

「政策・消費者意識・教育」

16:15～16:25 休憩 （コーヒーブレイク）

16:25～17:40
口頭発表セッション3A （会場A / 411教室）

「事業所における
省エネルギー行動変容促進策」

ライトニング発表セッション 3B 
 （会場B / 421 教室）

「HEMS・デマンドレスポンス・住宅選択・
ICT」

17:40～17:45 閉会挨拶 （会場A / 411教室） 閉会挨拶 （会場B / 421教室）

18:00～19:30 交流会 （4F ザ・カフェテリア）

9月7日（水）　施設見学会：皇居外苑 楠公レストハウス （東京都千代田区）
時　間 プログラム

10:00～10:30 受付

10:30～10:35 主催挨拶

10:35～10:45 皇居外苑　楠公レストハウスの施設および取り組み紹介

10:45～11:30 ワークショップ：ゲーミング・シミュレーションを用いた住宅リフォーム体験とその意義

11:30～12:30
講義：江戸時代との比較による省エネ行動の知恵
体験：江戸時代の食文化体験“江戸エコ行楽重”

全体スケジュール

南校舎 4F
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447446445

444WC
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EV EV
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EV EV
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交流会

南校舎 5F
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455 456 457

452 453 454WC

南校舎ホール
EV

EVEV
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EV

基調講演

受付（午前）

南校舎 2F

WC

422

421ホワイエ

423 424 425

WC

EVEV
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EVEV

EV

休憩室

会場B休憩（コーヒーブレイク）

ポスターB

南校舎 1F

WC

WC
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EV

EV EV

EV

EV EV

413 414 415

受付（午後） 会場A

ポスターA
休憩（コーヒーブレイク）
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詳細プログラム  9月6日（火） 本会議詳細プログラム  9月6日（火） 本会議

◦	  9:30～10:00　受付
◦	10:00～11:40　オープニング 【5F 南校舎ホール】

時 間 プログラム
10:00
～
10:05

開会挨拶
　○ 省エネルギー行動研究会  会長	 中上  英俊

10:05
～
10:20

来賓挨拶
　○ 経済産業省  資源エネルギー庁  省エネルギー課長	 吉田  健一郎…
　○ 国土交通省  住宅局  住宅生産課  建築環境企画室長	 山下  英和
　○ 環境省  地球環境局  地球温暖化対策課長	 松澤  裕

10:20
～
11:40

基調講演　「IoTと省エネ行動」 〜 節電対策を攻めの投資とするには！ 〜
　○ 東京大学大学院  情報理工学系研究科  教授	 江崎  浩

◦	11:40～12:10　ランチ休憩
◦	12:10～13:00　ポスター発表セッション
ポスター発表セッションA 【412教室】

時 間 プログラム

12:10
～
13:00

1A  日常生活における背景的価値観・意識構造と電力消費量の関係
　　 　○ 大塚  彩美（横浜国立大学大学院  環境情報学府  修士）
2A  食器洗浄に関する情報提供の意識・行動変容効果
　　 　○ 荒木  葉子（新渡戸文化短期大学  生活学科食物栄養専攻  准教授）
3A  中学生の食生活に関する省エネ教育による意識・行動変容効果
　　　 ○ 奈良  英代（藤女子中学校・高等学校  技術・家庭  家庭科教諭）
4A  実験集合住宅NEXT21における省エネライフスタイルの変容に関する研究
　　　 ○ 志波  徹（大阪ガス株式会社  リビング事業部  計画部  技術企画チーム）
5A  停電時自立システムの実証試験結果(NEXT21実証試験)
　　　 ○ 平井  友之（大阪ガス株式会社  エンジニアリング部  係長）
6A  環境行動変容のための建築のアフォーダンスに関する研究－階段利用を促進させる建物エントランスのアフォーダンスに関する調査－
　　　 ○ 青柳  光（九州大学  人間環境学府空間システム専攻  修士）
7A  日米の省エネ意識の比較－BECCにおける省エネ行動プログラムの動向を通じて－
　　　 ○ 大石  幸奈（東京大学大学院  工学系研究科  修士）

ポスター発表セッションB 【422教室】
時 間 プログラム

12:10
～
13:00

1B  環境意識と電力ピークシフト
　　 　○ 平湯  直子（武蔵野大学  経済学部  講師）
2B  東京都北区「ごみ減量モニタリング調査」から見るごみ削減に関する行動変容効果
　　　 ○ 久松  裕子（東京家政大学  家政学部  助教）
3B  既存マンションにおける省エネルギーに関するアンケート調査結果
　　 －家庭内における省エネルギー行動と意識に関する研究　その2－
　　　 ○ 吉田  一居（東急不動産  次世代技術センター  上席研究員）
4B  既存マンションおけるエネルギー消費調査結果－家庭内における省エネルギ
　　 ー行動と意識に関する研究　その3－
　　　 ○ 阿部  寛人（東京都市大学大学院  環境情報学研究科  修士）
5B  1次エネルギー消費量の削減に効果的な省エネ給湯システムの検討
　　　 ○ 辻  英之（東京ガス株式会社  リビングマーケティング部  商品開発グループ  統括）
6B  食生活における省エネ行動変容ステージモデルに応じた教育・支援策による行動変容効果
　　　 ○ 赤石  記子（東京家政大学  家政学部  講師）
7B  『省エネ行動スタートBOOK』を活用した授業実践
　　　 ○ 岩瀬  正幸（共立女子大学  非常勤講師）

※ポスター会場には、省エネルギー行動研究会の活動紹介及び協賛企業の展示物を展示しています。

◦	13:00～14:40　口頭発表セッション 
口頭発表セッション1A（省エネルギー行動と意思決定） ： 【会場A / 411教室】

司会：杉浦  淳吉（慶應義塾大学  文学部  教授）
時 間 プログラム（発表20分＋質疑応答5分）

13:00
～
13:25

1A-1
省エネ行動の実践度と省エネ機器の選択における意思決定
　○ 天野  晴子（日本女子大学  家政学部  教授）

13:25
～
13:50

1A-2
新築戸建て住宅における住宅設備・性能の導入に関する研究
－施主の属性と住宅取得時の選択影響要因を観点に－
　○ 前  真之（東京大学  工学部建築学科  准教授）

13:50
～
14:15

1A-3
新築マンション居住者に対する入居前後のアンケート調査結果
－家庭内における省エネルギー行動と意識に関する研究　その1－
　○ 坊垣  和明（東京都市大学  名誉教授）

14:15
～
14:40

1A-4
省エネ行動を実施していない理由は？　－都民に対するアンケート調査結果－
　○ 諏佐  あゆみ（公益財団法人東京都環境公社  東京都地球温暖化防止活動推進センター）

口頭発表セッション1B（家庭における省エネルギー行動変容促進策） ： 【会場B / 421教室】
司会：団栗  知男（省エネルギー行動研究会）

時 間 プログラム（発表20分＋質疑応答5分）

13:00
～
13:25

1B-1
ホームエネルギーレポートによる消費者の意識・行動の変容と省エネルギー効果：
日本初のホームエネルギーレポート大規模実証試験から
　○ 平山  翔（株式会社  住環境計画研究所  主任研究員）

13:25
～
13:50

1B-2
日々の生活行動の違いに着目した省エネアドバイス実証
　○ 小澤  暁人（国立研究開発法人  産業技術総合研究所  安全科学研究部門  研究員）

13:50
～
14:15

1B-3
デマンドレスポンスによる需要家行動の経時変化に関する考察
　○ 辻本  将晴（東京工業大学  環境・社会理工学院  准教授）

14:15
～
14:40

1B-4
室内外環境の見える化システム構築に関する研究
　○ 中島  裕輔（工学院大学  建築学部  教授）

◦	14:40～15:00　休憩 （コーヒーブレイク）
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詳細プログラム  9月6日（火） 本会議詳細プログラム  9月6日（火） 本会議

◦	15:00～17:40　口頭発表セッション、ライトニング発表セッション
口頭発表セッション2A （省エネルギー行動啓発の実践方法） ： 【会場A / 411教室】 

司会：三神  彩子（省エネルギー行動研究会）
時 間 プログラム（発表20分＋質疑応答5分）

15:00
～
15:25

2A-1
省エネ行動の普及に向けたゲーミング・シミュレーションの開発と展開
　○ 杉浦  淳吉（慶應義塾大学  文学部  教授）

15:25
～
15:50

2A-2
外食など中小規模チェーンにおける省エネルギー行動を伴う運用改善の実践と継続について
　○ 長島  守（株式会社アイ・グリッド・ソリューションズ エネルギーリテラシー推進室  室長）

15:50
～
16:15

2A-3
省エネルギー行動を誘発するPOPの効果
　○ 糸井川  高穂（宇都宮大学  地域デザイン科学部  助教）

ライトニング発表セッション2B （政策・消費者意識・教育） ： 【会場B / 421教室】 
司会：天野  晴子（日本女子大学  家政学部  教授）

時 間 プログラム（発表7分＋質疑応答3分）

15:00
～
15:10

2B-1
省エネルギー対策におけるリバウンド効果と日本への示唆
　○ 向井  登志広（電力中央研究所  社会経済研究所  主任研究員）

15:10
～
15:20

2B-2
政府の省エネ予算は適切に使われているか－日米の予算比較と行動変容プログラムへの示唆－
　○ 木村  宰（電力中央研究所  社会経済研究所  主任研究員）

15:20
～
15:30

2B-3
函館山の夜景LED化サポート意思額の規定因：環境配慮行動からのアプローチ
　○ 小林  翼（北海道大学大学院  文学研究科  修士）

15:30
～
15:40

2B-4
地球温暖化についての政府と生活者との間のコミュニケーションのこれからの方向性
－有識者座談会の結果報告－
　○ 小山田  和代（みずほ情報総研株式会社  環境エネルギー第1部）

15:40
～
15:50

2B-5
家庭における親子の省エネルギー意識・行動の実態に関する研究
　○ 高田  宏（広島大学大学院  教育学研究科  准教授）

15:50
～
16:00

2B-6
日本型省エネ教育モデルとしての『省エネ行動スタートBOOK』の開発
　○ 松葉口  玲子（横浜国立大学  教育人間科学部  教授）

16:00
～
16:10

2B-7
エネルギー環境教育から見る省エネ教育のあり方－次世代に向けたエネルギー環境教育を通して－
　○ 庄司  武（東京ガス株式会社  学校教育情報センター  所長）

◦	16:15～16:25　休憩 （コーヒーブレイク）

口頭発表セッション3A（事業所における省エネルギー行動変容促進策） ： 【会場A / 411教室】 
司会：坊垣  和明（東京都市大学  名誉教授）

時 間 プログラム（発表20分＋質疑応答5分）

16:25
～
16:50

3A-1
人工知能（AI）アルゴリズムを用いた省エネアドバイスの自動生成に関する考察
　○ 熊沢  拓（ミツイワ株式会社  マーケティング本部）

16:50
～
17:15

3A-2
中小事業所向け省エネドバイス自動生成ツールの改善検討
　○ 小松  秀徳（電力中央研究所  システム技術研究所  主任研究員）

17:15
～
17:40

3A-3
オフィスビルを対象にしたBEMSのADRの効果実証について
　○ 牛房  義明（北九州市立大学  経済学部  准教授）

ライトニング発表セッション3B（HEMS・デマンドレスポンス・住宅選択・ICT） ： 【会場B / 421教室】 
司会：前  真之（東京大学  工学部建築学科  准教授）

時 間 プログラム（発表7分＋質疑応答3分）

16:25
～
16:35

3B-1
HEMSデータを活用した家庭用エネルギー診断の効果
　○ 八木田  克英（東京大学  生産技術研究所  エネルギー工学連携研究センター）

16:35
～
16:45

3B-2
大規模電力消費実態データの分析－1万5千軒の住宅HEMSデータの分析結果に基づく電力消費分析－
　○ 本田  智則（国立研究開発法人  産業技術総合研究所  主任研究員）

16:45
～
16:55

3B-3
住宅を対象としたデマンドレスポンスの実証実験
　○ 田中  洋一（東邦ガス株式会社  商品開発部  課長）

16:55
～
17:05

3B-4
時間帯別料金によって家電利用行動は変化するのか？－調査観察データによる行動変容分析－
　○ 西尾  健一郎（電力中央研究所  社会経済研究所  主任研究員）

17:05
～
17:15

3B-5
環境性能を有する住宅の選択と居住者満足に関する研究－スマート住宅の受容可能性についての社会心理学的考察－
　○ 鷲津  明由（早稲田大学  社会科学総合学術院  教授）

17:15
～
17:25

3B-6
設計者と施主の環境意識共有のためのコンテンツ作成
　○ 新冨  凌汰（東京大学大学院  工学系研究科  修士）

17:25
～
17:35

3B-7
大阪ガスにおける業工用省エネICTサービスの取り組み
　○ 木村  浩康（大阪ガス株式会社  エネルギー事業部  ビジネス開発部  ESPチーム  課長）

◦	17:40～17:45　閉会挨拶 【会場A / 411教室】 【会場B / 421教室】
時 間 プログラム

17:40
～
17:45

閉会挨拶（会場A / 411教室）
　○ 坊垣  和明
　　（東京都市大学  名誉教授）

閉会挨拶（会場B / 421教室）
　○ 前  真之
　　（東京大学  工学部建築学科  准教授）

◦	18:00～19:30　交流会 【4F ザ・カフェテリア】
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詳細プログラム  9月7日（水） 施設見学会

基調講演資料

施設見学会：皇居外苑 楠公レストハウス （東京都千代田区）

時 間 プログラム
10:00～10:30 受付 （皇居外苑 楠公レストハウス入口）

10:30～10:35
主催挨拶
　○ 株式会社　住環境計画研究所　研究所長　鶴崎  敬大

10:35～10:45
皇居外苑　楠公レストハウスの施設および取り組み紹介
　○ 一般財団法人 国民公園協会 皇居外苑 業務部長　岡本  栄治

10:45～11:30
ワークショップ：ゲーミング・シミュレーションを用いた住宅リフォーム体験とその意義
　○ 慶應義塾大学文学部　教授　杉浦  淳吉

11:30～12:30

講義：江戸時代との比較による省エネ行動の知恵
　○ 東京ガス株式会社　主幹／東京家政大学　非常勤講師　三神  彩子

体験：江戸時代の食文化体験“江戸エコ行楽重”
　○ 一般財団法人 国民公園協会 皇居外苑 総支配人・総料理長　安部  憲昭

「皇居外苑 楠公レストハウス」までの地図

・東京メトロ千代田線　二重橋前駅　B6または2出口より徒歩約2分
・東京メトロ日比谷線　日比谷駅　B6または2出口より徒歩約2分
・東京メトロ有楽町線　桜田門駅　3出口より徒歩約8分
・JR東京駅・有楽町駅より徒歩約10分

※基調講演資料は、会議終了後に原則として省エネルギー行動研究会のWebサイトに公開予定です。
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• 1987年 九州大学 工学部電子工学科 修士課程終了 

• 同年4月 (株)東芝 入社 総合研究所にて ATMネットワーク制御技術の研究に従事

• 1990年より2年間 米国ニュージャージ州・ベルコア社

• 1994年より2年間 米国ニューヨーク市・コロンビア大学 
CTR（Centre for Telecommunications Research）にて客員研究員

• 1998年10月より東京大学 大型計算機センター 助教授

• 2001年4月より東京大学 情報理工学系研究科 助教授

• 2005年4月より現職（東京大学 情報理工学系研究科 教授）

代表を務める『東大ICTプロジェクト』では、都内で一番電力を消費する事業所・

東京大学において、30％の節電を達成。著書に「なぜ東大は30％の節電に成功

したのか？」、「インターネット・バイ・デザイン －21世紀のスマートな社会・産業

インフラの創造へー」がある。

東京大学大学院 情報理工学系研究科

江崎  浩 教授

基調講演者
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率
化
に
あ
っ
た
。
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東
京
大
学

 2
01

1年
夏
の
節
電
実
績

 

事
業
所

 
ピ
ー
ク
電
力

(2
01

0
年

) 
ピ
ー
ク
電
力

 
削
減
率

 
総
電
力
量

 
削
減
率

 
投
資
回
収

 
(R

oI
) 

主
要

 
 5
キ
ャ
ン
パ
ス

 
約

 6
6 

M
W

 
31

%
 

22
%

-2
5%

 
n/

a 

工
学
部

2号
館

 
約

  1
 M

W
 

44
%

 
31

%
 

2年
 

【持
続
性

調
達
イ
ン
パ
ク
ト
】

マ
ル
チ
ベ
ン
ダ
ー
環
境

国
際
標
準
化
技
術
の
作
成
・適

用

LE
D照

明
の
導
入
効
果

 

 (1
) 大

塚
商
会
本
社
ビ
ル
：

 3
7.

6%
削
減

 (注
1)

 

 (2
) 飲

食
店
：

 9
0.

2%
削
減

, 8
9.

4%
削
減

  
 (3

) 倉
庫
業
：

 6
6%
削
減

  
 (4

) 印
刷
業
：

 6
9%
削
減

  
 (5

) 夜
間
サ
イ
ン
：

 2
0%
削
減

  

(*
) 一

般
の
オ
フ
ィ
ス
で
は
、
約

30
%
が
照
明
用
電
力

 

(注
1)

 多
数
の

Hf
蛍
光
灯
が
既
設

 
資
料
提
供
：

 大
塚
商
会

 

2016
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電
力
消
費
量
の

 『
”見

せ
る

”化
』

 
～

 P
U

LL
型

 か
ら

 P
U

SH
型
へ

 ～
 

1.
多
く
の
事
業
所

 
–

ス
ピ
ー
ド
メ
ー
タ
の
な
い

 車
で
、
減
速
命
令
に
対
応

  

2.
比
較
的
進
ん
だ
事
業
所

 (2
01

1年
の
東
京
大
学

) 
–

ス
ピ
ー
ド
メ
ー
タ
装
備
し
た
車
で
、
減
速

   
  

3.
進
ん
だ
事
業
所

 (現
在
の
東
京
大
学
で
の
方
向
性

) 
–

そ
の
他
の

 計
器
を

 装
備
し
た
車
で
、
減
速

  
–

燃
費
メ
ー
タ
付
き
の

 車
で
、
車
を
操
作

  

   
   


 他
の
車
よ
り
も
、
良
い
燃
費
で
、
速
く
走
る
。

 
 

さ
ら
に
、

 
安
全
に
走
る

 !!
  

電
力
消
費
量
の

 『
”見

せ
る

”化
』

 
～

 P
U

LL
型

 か
ら

 P
U

SH
型
へ

 ～
 

1.
多
く
の
事
業
所

 
–

ス
ピ
ー
ド
メ
ー
タ
の
な
い

 車
で
、
減
速
命
令
に
対
応

  

2.
比
較
的
進
ん
だ
事
業
所

 (2
01

1年
の
東
京
大
学

) 
–

ス
ピ
ー
ド
メ
ー
タ
装
備
し
た
車
で
、
減
速

   
  

3.
進
ん
だ
事
業
所

 (現
在
の
東
京
大
学
で
の
方
向
性

) 
–

そ
の
他
の

 計
器
を

 装
備
し
た
車
で
、
減
速

  
–

燃
費
メ
ー
タ
付
き
の

 車
で
、
車
を
操
作

  

   
   


 他
の
車
よ
り
も
、
良
い
燃
費
で
、
速
く
走
る
。

 
 

2521

東
京
大
学
で
の
さ
ら
な
る
展
開

 
1.

施
設
課

 が
 独
力
・
独
自
判
断
で

 オ
ー
プ
ン
化
・
デ
ー
タ
取
得
・
見
せ
る

化
に
着
手
。

  
 

2.
『
広
域
設
備
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 標
準
デ
ー
タ
モ
デ
ル
形
式
』

 の
作
成

 と
 

RU
11

 大
学

 へ
の
配
布

  
   

ht
tp

:/
/w

w
w

.ts
cp

.u
-to

ky
o.

ac
.jp

/d
oc

um
en

ts
/t

ok
yo

da
ig

ak
uk

ou
ik

ise
tu

bi
ne

t.p
df

 
 

3.
TS

CP
室

  
『
サ
ー
バ
施
設
高
効
率
化
方
策
レ
フ
ェ
レ
ン
ス
ガ
イ
ド
』

 作
成
中

 
 

 
4.

I-R
EF
棟

 を
 用
い
た

 『
3D
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
ハ
ッ
カ
ソ
ン
』

  
ht

tp
:/

/w
w

w
.s

m
ar

tli
fe

-h
ac

ka
th

on
.jp

/w
or

dp
re

ss
/ 

5 
℃

 

気
温
は
下
が
れ
ど
、

ピ
ー
ク
値
は
維
持
。

 
20

11
年

7月
5日

&
6日

 

2723

<<
 IE

EE
18

88
 A

pp
lic

at
io

n 
Ex

am
pl

e 
>>

  
Ha

nd
lin

g 
th

e 
Cu

rr
en

t a
nd

 H
ist

or
ic

al
 D

at
a 

of
 B

ui
ld

in
g 

Fa
ci

lit
ie

s 
10

F 
EH

P 
HV

AC
 S

ta
tu

se
s 

Ti
m

e:
  

N
ot

 o
nl

y 
en

er
gy

 in
fo

rm
at

io
n 

!!
 


働
き
過
ぎ
の
研
究
者

 

冷
え
な
い
部
屋

 

冷
や
し
て
い
な
い
部
屋

 
を
発
見

!!
  

⇩ 
健
康
管
理
の
ツ
ー
ル

3.
5 

℃
 

見
え
る
化
・
見
せ
る
化

 
の
効
果

? 
   

   
   

   
↓

 
気
温
は
上
が
れ
ど
も
、

 
ピ
ー
ク
値
は
維
持
。

 
20

11
年

6月
28
日

&
29
日

 

2622

3D
 ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ

 ハ
ッ
カ
ソ
ン

  

ht
tp

:/
/w

w
w

.s
m

ar
tli

fe
-h

ac
ka

th
on

.jp
/w

or
dp

re
ss

/ 

5 
℃

 

気
温
は
下
が
れ
ど
、

ピ
ー
ク
値
は
維
持
。

 
20

11
年

7月
5日

&
6日

 

電
力
会
社
が

 
一
番
嬉
し
い
パ
タ
ー
ン

 !!
!  

2824
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Pr
iv

at
e 

Cl
ou

d 
in

 E
sa

ki
 L

ab
. i

n 
20

11
 

Be
fo

re
 

Fa
cu

lty
’s 

sh
ar

ed
 se

rv
er

s 

W
eb

, m
ai

l, 
DN

S,
 g

ro
up

 to
ol

 
（

Es
se

nt
ia

l s
er

ve
rs

…
）

 

0.
64

7k
W

 

In
fra

-s
er

ve
rs

 o
f o

ur
 L

ab
. 

w
eb

/m
ai

l/r
ad

iu
s/

dn
s/

do
cu

m
en

t/
m

isc
 

bl
d2

-g
ue

st
-g

w
/m

oz
ill

a-
m

iro
r/

st
or

ag
e 

1.
59

5k
W

 

St
ud

en
ts

’ m
ac

hi
ne

s 
x1

0 
0.

70
0k

W
 

In
fra

-s
er

ve
rs

 in
 a

no
th

er
 L

ab
. 

0.
62

3k
W

 

Af
te

r Pr
iv

at
e 

cl
ou

d 
(s

ta
bl

e)
 

N
ex

sa
n 

SA
TA

Be
as

t 0.
79

4k
W

 

U
sin

g 
in

ex
pe

ns
iv

e 
m

od
el
：

HP
 P

ro
Li

an
t D

L1
20

 G
6/

G7
 

Pr
iv

at
e 

cl
ou

d 
(e

xp
er

im
en

ta
l) 

0.
15

3k
W

 

Pr
iv

at
e 

cl
ou

d 
in

 a
no

th
er

 L
ab

. 
0.

10
0k

W
 

Xe
n 

Xe
n 

VM
w

ar
e 

ES
Xi

 

Xe
n 

Xe
n 

Xe
n 

N
o 

fa
ilu

re
 si

nc
e 

Ap
ril

 1
1 

: S
av

in
g 

71
%

 (2
.5

2k
W

)  
as

 o
f N

ov
.2

01
1 

投
資
回
収

 
  

 1
 年

(計
算
機
の
電
気
の
み

) 

  
 0

.5
年

? 
 (空

調
を
含
む

. P
U

E=
2.

0)
 

そ
の
他
の
研
究
・
教
育
機
関
で
の
事
例

 
•
東
京
工
業
大
学

 
–

Ph
.1
：

  環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
棟

 
–

Ph
.2
：

  全
キ
ャ
ン
パ
ス
展
開

   
•
関
東
地
区
の
高
専

 
–
小
山
・
木
更
津
・
長
野

 の
 3
校

 の
 広
域
オ
ン

ラ
イ
ン
見
え
る
化

  
•
理
研

(理
化
学
研
究
所

)  
–

Ph
.1

 ：
 和
光
キ
ャ
ン
パ
ス

  
–

Ph
.2

 : 
 全
事
業
キ
ャ
ン
パ
ス
展
開

   

3329

VM
W

ar
eを
用
い
た
事
例

(b
y 
大
塚
商
会

) i
n 

20
11
年

 

86
%

 の
 電
力
使
用
量
の
削
減

 

累 計 金 額 （ 万 円 ）

期
間
（
月
）

サ
ー
バ
年
間
電
力
使
用
料
金
推
移
（
消
費
電
力
よ
り
計
算
）

既
存
ﾊ
ｰ
ﾄﾞ
ｳ
ｪｱ
を
そ
の
ま

ま
使
用
し
た
場
合
（
円
）

リ
プ
レ
イ
ス
し
た
場
合
円

こ
の
資
料
の
基
と
な
っ
た
デ
ー
タ
は
、
経
理
か
ら
の
亀
戸
ビ
ル
に
お
け
る
電
力
使
用
料
金
と
調
査
で
き
た
５
０
台
の
開

発
機
を
５
０
で
割
っ
て
１
１
４
台
分
に
か
け
た
値
と
見
積
も
っ
た

VM
w

ar
e用

の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
消
費
電
力
か
ら
算
出
し
て

い
ま
す
。
リ
プ
レ
イ
ス
は
仮
に
Ｄ
Ｌ
３
８
０
Ｇ
５
（
評
価
サ
ー
バ
の
見
積
も
り
金
額
を
参
考
）で
開
発
機
を
置
き
換
え
た
場

合
の
消
費
電
力
料
に
な
り
ま
す
。

 

50
kW

(1
14
式
の
サ
ー
バ

)  
   

   
   

   
   


 6
.9

kW
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
電
力
削
減
メ
ニ
ュ
ー

 

3.
 停
止
す
る
こ
と
が
難
し
い
機
器
の
外
部

(デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

)へ
の
移
設

 

1.
 古
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（

5年
以
上
）
の
見
直
し

 

10
0%
削
減

 
66

%
削
減

 

電
力
効
率

 
4年

前
現
在

 
効
率

約
3倍

 
同
じ
グ
レ
ー
ド
の
サ
ー
バ
・

PC
で

 

学
外
へ
移
設

 

学
外
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

 
10

0%
削
減

 

2.
 必
要
な
サ
ー
バ
（
ウ
ェ
ブ
・
メ
ー
ル
等
）
の
効
率
化

 

83
%
削
減

 

サ
ー
バ
や
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
か
ら
ノ
ー
ト

PC
へ
置
き
換
え

 

90
%
削
減

 

複
数
の
サ
ー
バ
や
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
を

1台
に

 

消
費
電
力
約

1/
6 

10
台
の
サ
ー
バ
を
仮
想
化
し
集
約
し
た
場
合

 
但
し
、
安
全
性
も
低
下
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Pr
iv

at
e 

Cl
ou

d 
in

 E
sa

ki
 L

ab
. i

n 
20

11
 

Be
fo

re
 

Fa
cu

lty
’s 

sh
ar

ed
 se

rv
er

s 

W
eb

, m
ai

l, 
DN

S,
 g

ro
up

 to
ol

 
（

Es
se

nt
ia

l s
er

ve
rs

…
）

 

0.
64

7k
W

 

In
fra

-s
er

ve
rs

 o
f o

ur
 L

ab
. 

w
eb

/m
ai

l/r
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iu
s/

dn
s/

do
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m
en

t/
m
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bl
d2

-g
ue

st
-g

w
/m

oz
ill

a-
m

iro
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st
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e 

1.
59

5k
W

 

St
ud

en
ts

’ m
ac

hi
ne

s 
x1

0 
0.

70
0k

W
 

In
fra

-s
er

ve
rs

 in
 a

no
th

er
 L

ab
. 

0.
62

3k
W

 

Af
te

r Pr
iv

at
e 

cl
ou

d 
(s

ta
bl

e)
 

N
ex

sa
n 

SA
TA

Be
as

t 0.
79

4k
W

 

U
sin

g 
in

ex
pe

ns
iv

e 
m

od
el
：

HP
 P

ro
Li

an
t D

L1
20

 G
6/

G7
 

Pr
iv

at
e 

cl
ou

d 
(e

xp
er

im
en

ta
l) 

0.
15

3k
W

 

Pr
iv

at
e 

cl
ou

d 
in

 a
no

th
er

 L
ab

. 
0.

10
0k

W
 

Xe
n 

Xe
n 

VM
w

ar
e 

ES
Xi

 

Xe
n 

Xe
n 

Xe
n 

N
o 

fa
ilu

re
 si

nc
e 

Ap
ril

 1
1 

本
当
の
効
果

;  
1.
シ
ス
テ
ム
の
管
理
性

 
2.

BC
P(
活
動
継
続
性

) 
3.
問
題
解
決
の
迅
速
化

 

そ
も
そ
も
の
動
機
は
、

 
『
暑
い
部
屋
は
嫌
だ
』

  

例
仮

想
マ

シ
ン

3430

例
デ

ー
タ

セ
ン

タ
ー

Pr
iv

at
e 

Cl
ou

d 
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 E
sa
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lty
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sh
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s 

W
eb

, m
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l, 
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S,
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（
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se
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…
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0.
64
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N
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1 

3632



22 23

基
調
講
演
資
料

基
調
講
演
資
料

例
え
ば
、
、
、
、

 
『
孫
正
義
的
生
活

 で
 エ
コ
・
省
エ
ネ
』

  
1.

iP
ad

 と
 i-

Ph
on

e 
だ
け
の
生
活

  
   

   
  (

*)
 個
人
情
報
保
護
法
、
情
報
漏
洩
対
策

  
2．

Th
in

k 
Cl

ie
nt

 は
お
家
で
充
電
、
オ
フ
ィ
ス
で
は
バ
ッ
テ

リ
ー
駆
動

  
3．
サ
ー
バ
は
デ
ー
タ
セ
ン
タ
へ
『
疎
開
』

  
4．
『
空
襲
警
報
』

 も
有
効
で
し
た

(笑
顔

)。
 

5.
 最
後
は
、
社
内
ネ
ッ
ト
を

O
FF
、

3G
/L

TE
で
接
続
。

 
 St

ra
te

gi
c 

En
er

gy
 S

av
in

g 
us

in
g 

iD
C 

 
1.

M
ov

e 
an

d 
ac

co
m

m
od

at
e 

se
rv

er
s i

n 
th

e 
of

fic
es

 in
to

 iD
C 

, h
os

tin
g 

se
rv

ic
e,

 w
ill

 le
ad

 
to

 1
5%

 e
ne

rg
y 

sa
vi

ng
  

2.
Vi

ta
liz

e 
th

e 
se

rv
er

s a
nd

 in
te

gr
at

e 
in

to
 a

 si
ng

le
 p

hy
sic

al
 m

ac
hi

ne
, i

.e
., 

cl
ou

d 
co

m
pu

tin
g,

 w
ill

 le
ad

 to
 4

0%
 e

ne
rg

y 
sa

vi
ng

. 

Se
rv

er
 A

 

Se
rv

er
 B

 

Se
rv

er
 C

 

Vi
rt

ua
liz

at
io

n 
Se

rv
er

 A
 

Se
rv

er
 B

 
Se

rv
er

 C
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CA
N

O
N

  S
 To

w
er

  
(C

an
on

 M
J H

Q
)  

M
ic

ro
so

ft
 Ja

pa
n 

HQ
 in

 To
ky

o 
 

HQ
, O

ts
uk

a 
Co

rp
.  

To
ky

o 
In

st
itu

te
 o

f T
ec

hn
ol

og
y, 

Gr
ee

n 
Hi

lls
,N

o.
1 

Bl
dg

  

SE
IK

O
 S

ol
ut

io
ns

 
Fa

ct
or

y 
in

 T
ha

ila
nd

  

Hi
ta

ch
i I

nf
o&

 Te
le

 E
ng

 Lt
d.

 
N

ak
ai

 D
ev

el
op

m
en

t C
en

te
r 

Ch
ib

a 
U

ni
v. 

 
Ag

ric
ul

tu
re

 p
la

nt
  


R

&
D

 c
am

pu
s 


O

ff
ic

e 


Fa
ct

or
y 


A

gr
ic

ul
tu

re
   


C

E
M

S
 (

C
it

y)
 

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
東
京
都
環
境
局
と
の
関
係

1.
当
初

 (2
00

8年
春

) 
i.

大
量
の
電
力
を
消
費
す
る
の
で
、
悪
魔
の
よ
う
な
存
在
だ
。

   
  

2.
20

10
年
初
め

 
i.

実
は
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
、
ト
ー
タ
ル
に
は
電
力
消
費
量
の
削
減
に

寄
与
す
る
良
い
奴
な
ん
だ
ぁ
。

  

3.
現
在

  
i.

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
例
外
規
定
を
適
用
。

  
ii.

事
業
所
の
電
力
使
用
量
の
削
減
に
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
と
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
を
使
う
こ
と
を
推
奨
。

 

地
球
温
暖
化
ガ
ス

(C
O

2 )
 環
境
条
例

 
En

er
gy

  

“
Co

ns
um

er
” 

↧ 
 to

 ”
Sa

vi
ng

”,
 i.

e.
, 

 “N
eg

a-
w

at
t”

 
by

 D
at

a 
Ce

nt
er

 &
 C

lo
ud

  

4339

例
え
ば
、
、
、
、

 
【
誤
】

   
   

1.
 省
ス
ペ
ー
ス
化
で
、
床
面
積
を
小
さ
く
で
き
る
。

…
 

   
2.

 電
気
代
が
安
く
な
る
の
で
、
利
益
率
が
上
が
る
。

.. 
   

3.
 電
気
代
を
社
員
に
つ
け
回
せ
る
。

…
.  

   
4.

 情
報
管
理
が
容
易
に
な
る
。

 
【
正
】

 
   

a.
 ゆ
っ
た
り
と
し
た
業
務
空
間
を
獲
得

 
  

   
b.

 他
の
も
の
が

 買
え
る

 
  

   
c.

 自
宅
で
も
仕
事
が
で
き
る

  
   

   
d.

 飲
ん
で
帰
宅
で
き
る

 
  

従
業
員
と
雇
用
者
で
の

 W
in

-W
in

 の
関
係

 

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
東
京
都
環
境
局
と
の
関
係

1.
当
初

 (2
00

8年
春

) 
i.

大
量
の
電
力
を
消
費
す
る
の
で
、
悪
魔
の
よ
う
な
存
在
だ
。

   
  

2.
20

10
年
初
め

 
i.

実
は
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
、
ト
ー
タ
ル
に
は
電
力
消
費
量
の
削
減
に

寄
与
す
る
良
い
奴
な
ん
だ
ぁ
。

  

3.
現
在

  
i.

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
例
外
規
定
を
適
用
。

  
ii.

事
業
所
の
電
力
使
用
量
の
削
減
に
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
と
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
を
使
う
こ
と
を
推
奨
。

 

地
球
温
暖
化
ガ
ス

(C
O

2 )
 環
境
条
例

 4238

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
に
お
け
る
多
店
舗
（4

0店
舗
）
の
管
理

 
本
社

(カ
メ
ガ
ヤ
様
） 

本
社
ビ
ル
は

 
・
各
店
の
デ
マ
ン
ド
を
監
視

 
各
支
店
の
状
況
は
ク
ラ
ウ
ド
を
経
由
し
て

 
本
社
で
一
元
管
理
、
色
別
で
把
握
。

 
 

シ
ム
ッ
ク
ス
サ
ー
バ

 
（
ＩＥ
Ｅ
Ｅ

18
88
）

 

例
オ

フ
ィ

ス

4440
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ス
マ

ー
ト

で
頑

丈
な

街
へ

CA
N

O
N

  S
 To

w
er

  
(C

an
on

 M
J H

Q
)  

M
ic

ro
so

ft
 Ja

pa
n 

HQ
 in

 To
ky

o 
 

HQ
, O

ts
uk

a 
Co

rp
.  

To
ky

o 
In

st
itu

te
 o

f T
ec

hn
ol

og
y, 

Gr
ee

n 
Hi

lls
,N

o.
1 

Bl
dg

  

SE
IK

O
 S

ol
ut

io
ns

 
Fa

ct
or

y 
in

 T
ha

ila
nd

  

Hi
ta

ch
i I

nf
o&

 Te
le

 E
ng

 Lt
d.

 
N

ak
ai

 D
ev

el
op

m
en

t C
en

te
r 

Ch
ib

a 
U

ni
v. 

 
Ag

ric
ul

tu
re

 p
la

nt
  

   
   

   
Be

st
 C

ur
re

nt
 P

ra
ct

ic
e 

 
   

   
 fo

r C
om

m
er

ci
al

 B
ui

ld
in

g 
 

   
  1.

Fa
ci

lit
y 

m
an

ag
em

en
t c

on
tr

ol
 b

y 
IE

EE
18

88
 

2.
Se

rv
er

s g
o 

to
 D

at
a 

Ce
nt

er
 

 =
 N

o 
se

rv
er

 ro
om

 in
 th

e 
bl

dg
 

M
ic

ro
so

ft
 Ja

pa
n 

HQ
 in

 To
ky

o 
 

4945

ガ
ス

 イ
ン
フ
ラ
の
戦
略
的
利
用
の
可
能
性

 
～

 仙
台
で
の

 3
.1

1で
の
実
例

 ～
 

仙
台
市

東
北
福
祉
大
学

（（
・
監
視
計
測
制
御
シ
ス
テ
ム

・
機
能
統
合
型
高
品
質
電
力
供
給
装
置

・
直
流
入
力
分
電
盤

・
需
要
家
内

コ
ン
バ
ー
タ

太
陽
光
パ
ネ
ル

太
陽
光
パ
ネ
ル

溶
融
炭
酸
塩
型

溶
融
炭
酸
塩
型

燃
料
電
池
（

燃
料
電
池
（

））

直
列
型
電
圧
補
償
装
置

直
列
型
電
圧
補
償
装
置

・・
））

ガ
ス
発
動
発
電
設
備
（

ガ
ス
発
動
発
電
設
備
（

））

Ｂ
Ｔ
Ｂ
方
式
試
験
用
電
源
装
置

Ｂ
Ｔ
Ｂ
方
式
試
験
用
電
源
装
置

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ

例
空

港

5147

Ci
ty

 d
es

ig
n 

 

｜
57

 

水
 

生
産
・
物
流

 

情
報

 
エ
ネ
ル
ギ
ー

 CA
N

O
N

  S
 To

w
er

  
(C

an
on

 M
J H

Q
)  

M
ic

ro
so

ft
 Ja

pa
n 

HQ
 in

 To
ky

o 
 

HQ
, O

ts
uk

a 
Co

rp
.  

To
ky

o 
In

st
itu

te
 o

f T
ec

hn
ol

og
y, 

Gr
ee

n 
Hi

lls
,N

o.
1 

Bl
dg

  

SE
IK

O
 S

ol
ut

io
ns

 
Fa

ct
or

y 
in

 T
ha

ila
nd

  

Hi
ta

ch
i I

nf
o&

 Te
le

 E
ng

 Lt
d.

 
N

ak
ai

 D
ev

el
op

m
en

t C
en

te
r 

Ch
ib

a 
U

ni
v. 

 
Ag

ric
ul

tu
re

 p
la

nt
  

【
ラ
イ
フ
タ
イ
ム
コ
ス
ト
削
減
と
快
適
性
の
共
生
】

   
 

1.
初
期
入
居
経
費
の
削
減

  
2.
入
居
中
の
コ
ス
ト
削
減

 ・
快
適
性

 
3.
退
去
時
の

 現
状
復
帰
コ
ス
ト
の
削
減

 
 

【
さ
ら
に
、
危
機
管
理
機
能
の
実
現
】

 
1.

知
的
財
産
の
保
護

  
2.

情
報
漏
洩
機
会
の
減
少

  
3.

遠
隔
業
務
機
能
の
提
供

  
   

   
 (P

lu
s:

 女
性
・
障
害
者
支
援

) 

つ
い
で
に

 ?
  

CS
R 

5046

引
用

仙
台
市
ガ
ス

大
地
震
・
津
波
に
よ
り
港
工
場
が
被
災
し
た
が
、

幸
町
供
給
所
の
ガ
ス
タ
ン
ク
か
ら
中
圧
ガ
ス
は
供
給
を
継
続

数
日
後
に
新
潟
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
よ
り
供
給
開
始

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ

港
工
場
供
給
源

仙
台
市
ガ
ス
の
ガ
ス
供
給
状
況
（
中
圧
以
上
）

 
～

 長
時
間
の
電
力
連
続
供
給
を
具
現
～

 

※
家
庭
用
低
圧
ガ
ス
は
地
震
か
ら
約

時
間
後
に
全
面
供
給
停
止
。
震
災
か
ら

日
後
に
ほ
ぼ
全
域
で
復
旧

ガ
ス
供
給
エ
リ
ア

ガ
ス
主
要
幹

線

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ

幸
町
供
給
所

港
工
場

○
ガ
ス
供
給
経
路
の
概
略
図 ・
配
管
の
耐
震
性
が
極
め
て
高
い

・
遮
断
器
を
介
さ
な
い
直
通
ル
ー
ト

・
ル
ー
プ
上
の
供
給
ル
ー
ト

・
貯
蔵
設
備
の
複
数
設
置

◎
中
圧
ガ
ス

幸
町
供
給
所

貯
蔵
タ
ン
ク

資
料
提
供
：

 

中
部
国
際
空
港

 &
 成
田
空
港

 

1.
O

pe
n 

Fa
ci

lit
y 

 O
&M

 
2.

E
ne

rg
y 

S
av

in
g 

 
3.

C
yb

er
 S

ec
ur

ity
 fo

r F
ac

ilit
y 

  
4.

C
om

fo
rta

bl
e 

ai
rp

or
t b

y 
IT

   
5.

E
nt

er
ta

in
m

en
t  

 
6.

Fi
n-

Te
ch

 a
pp

lic
at

io
n


N

ar
ita

 A
irp

or
t (

N
RT

)  


Ce
nt

ra
ir 

Ai
rp

or
t (

N
GO

)  
 

5248
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基
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L
E
D
照
明

 
空
調
等

 

テ
レ
ビ
等
家
電

 

H
E
M

S
 

（
電
力
の
見
え
る
化
）
 

太
陽
光
パ
ネ
ル
発
電

 
に
よ
る
給
電

 

情
報
収
集

 

太
陽
光
パ
ネ
ル

 

風
呂
・
シ
ャ
ワ
ー
等

 

エ
ネ
ル
ギ
ー

 
制
御
盤

 

住
居
・
公
共
施
設
等
（
Ｍ
ｏ
ｂ
ｉｌｉ
ｔｙ

 
Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
） 

E
V
 

ガ
ス
コ
ジ
ェ
ネ

 

床
暖
房

 

浄
化
槽
（
共
用
）
 

蓄
電
池

 

V
2
Ｈ
技
術
に
よ
る
給
電

 

E
V
へ
の
放
電

 

P
C
S
 

：
電
力
網

 
 
 
 
  

  
 ：
温
水

 
 
 
 
  

  
 ：
情
報
網
（
Z
ig

B
e
e等

）
 

 
 

 
  

  
 ：
下
水
網

 

S
m

ar
t 

T
ra

ile
r 

2
.0

 

24
 

電
力

の
安

定
供

給
Ｂ

Ｃ
Ｐ

省
エ

ネ
に

関
す

る
高

い
ニ

ー
ズ

日
本
橋


大

型
の

コ
ー

ジ
ェ

ネ
レ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

、

周
辺

街
区

の
既

存
建

物
に

も
電

気
と

熱
を

供
給

三
井
タ
ワ
ー

ｺ
ﾚ
ﾄ
ﾞ室
町

【
自

立
分

散
型
エ
ネ
ル
ギ

ー
】

 
地

域
電

気
・
熱
供
給

事
業

 

日
本
橋
室
町
三
丁
目
計
画

創 っ て い く

対
象
建
物
総
延
床

約
～

万
㎡

電
気
供
給
可
能
量

約
～

万

5753

Ｓ
ｍ
ａ
ｒｔ
Ｍ
ｏ
ｂ
ｉｌ
ｉｔ
ｙ
Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
Ｉｎ
ｔｅ
ｇ
ｒａ
ｔｉ
ｏ
ｎ

 
Ｓ
ｍ
ａ
ｒｔ
Ｌ
ｉｆ
ｅ

 ca
re

 C
en

te
r 

Sm
ar

t L
ife

 ca
re

 C
en

te
r 

・エ
ネ
ル
ギ
ー
自
律
型

診
療
施
設
＋
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー

 

ト
レ
イ
ラ
ー
ハ
ウ
ス

ス
マ
ー
ト
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

 

自
律
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

 
･Ｖ
２
Ｈ
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ

 
・Ｓ
ｍ
ａ
ｒｔ
Ｇ
ｒｉ
ｄ

 
 

医
療
診
察
支
援

 

介
護
支
援

 

●
Ｗ
ｉｆ
ｉ

W
ire

le
ss
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

:C
TC

 
●
セ
ン
サ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
：産

業
技
術
総
合
研
究
所

 

●
EV

:
Ｌ
ｅ
ａ
ｆ日
産
自
動
車

 
●
蓄
電
池
：４
Ｒ
エ
ナ
ジ
ー

 
●
太
陽
光
パ
ネ
ル
：京

セ
ラ

 
●

 D
ig

ita
l G

rid
 ：

Po
w

er
 R

ou
te

r
 

東
大
・日

本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
イ
ン
ス
ツ
ル
メ
ン
ツ

 
   

●
サ
ー
ビ
ス
： 

RT
シ
ス
テ
ム

産
業
総
合
技
術
研
究
所

 

●
診
療
モ
ジ
ュ
ー
ル
開
発
設
計
：
伊
藤
忠
商
事

ラ
イ
フ
ケ
ア
事
業
部

 
-遠
隔
診
療
室

 
-電
子
か
ば
ん

東
北
大
学
、
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｙ

 
-  

  

●
日
本
Ｒ
Ｖ
輸
入
協
会

 
-自
律
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応

 
 

- 用
途
に
応
じ
た
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

 
-ジ
ャ
パ
ン
ス
ペ
ッ
ク
の
採
用
と
海
外
市
場

 
-メ
ン
テ
ナ
ン
ス
＆
リ
サ
イ
ク
ル

 

癒
し
ロ
ボ
ッ
ト
「
パ
ロ
」

 

体
操
ロ
ボ
ッ
ト
「
た
い
ぞ
う
」

 

ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
「H

AL
」

 

電
気
自
動
車
の
イ
ン
パ
ク
ト

 
奥
山
氏

(フ
ェ
ラ
ー
リ
の
デ
ザ
イ
ナ

)講
演

(2
00

8)
年
か
ら

1.
排
気
ガ
ス
が
な
く
な
る

  
   


 駐
車
場
が
要
ら
な
く
な
る

 
   


 リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
に
入
れ
る
。

   
2.

大
き
な
エ
ン
ジ
ン
が
消
え
る

   
   


 車
輪
で
移
動
し
な
く
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
じ
ゃ
な
い

? 
 

3.
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
源

 


余
る
電
気
の
蓄
積

  


電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

 の
移
動
性

  

5955

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
律
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
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デ
マ
ン
ド
の
異
な
る
複
数
の
ビ
ル
、
商
業
施
設
等
に
、

系
統
電
力
と
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
し
た
電
力
と
熱
を
供
給

高
効
率

熱
源
機
器

冷
温
水
、
蒸
気

ガ
ス

系
統
電
力

 

開
発
区
域
外

Ａ
ビ
ル

開
発
区
域
外

Ｂ
ビ
ル

開
発
区
域
外

Ｃ
ビ
ル

専
用
管 専
用
管

電
気

電
気

電
気

電
気

熱
熱

熱
系
統
電
力
が
停
止
し
た
場
合
も
、
各

ビ
ル
の

に
電
力
・
熱
を
供
給

熱
電
気日
本
橋
室
町

三
丁
目
計
画

【
Ａ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
】

エ
リ
ア
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

省
エ
ネ
・
省

削
減
効
果

約
３
割
（
供
給
ビ
ル
全
体
）

ＩＴ
を
活
用
し
、
地
域
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
Ａ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
構
築

地
域
全
体
の
電
力
の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

創 っ て い く 61
 

排
熱

5854

Po
p-

 U
p 

St
or

e 

63
 

最
大
：

 1
00

 K
W

  
常
時
：

 3
0 

KW
 

↓
 

約
 3

0 
軒

  
by

 5
0c

m
 x

 5
0 

cm
 x

 5
0c

m
 

6056
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節
電
対
策
の
経
済
性

  

【
実
施
が
、
利
益
に
貢
献
】 

 
 効
率
化
＆
新
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
現

 

何
を
実
現
す
れ
ば

 ?
 

を
攻
め
の
投
資
に

!  
1.

 常
時
は
邪
魔
者

(効
率
を
下
げ
る

)&
不
要
。

 
2.

 無
事
故
が
続
く
と
、
『
さ
ぼ
り
た
く
な
る
』

  
3.

 必
要
性
は
否
定
し
ま
せ
ん
が
、
、
、
、
、
、

『
さ
ぼ
っ
て
も
』
、
『
頑
張
っ
て
も
』
、
、
、
、
、
、

利
益
構
造
に
は
変
化
が
な
い
。

 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

 
バ
イ
・
デ
ザ
イ
ン

 

6561

 
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
バ
イ
・
デ
ザ
イ
ン
』

  
   

 

1.
道
徳
な
き
経
済
は
罪
、
経
済
な
き
道
徳
は
寝
言

 
(二
宮

 尊
徳

 氏
)  

  『
道
徳
』

  
 『
節
電
・
省
エ
ネ
』

  
『
経
済
』

  
 『
攻
め
の
投
資
』

 
  『
利
益
の
獲
得
』

  
  

<C
o-

Lo
ca

tio
n>

  


Po
w

er
 G
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